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【
一
攫
千
金
で
手
に
入
れ
た
夢
の
後
処
理
は
忘
れ
ず
に
】 

 

一
攫
千
金
は
夢
が
あ
っ
て
魅
力
で
す
が
、
そ
の
後
の
適
正
な
処
理

も
大
切
で
す
。
競
馬
や
競
輪
な
ど
の
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
得
た
一

定
以
上
の
所
得
は
「
一
時
所
得
」
や
「
雑
所
得
」
と
し
て
申
告
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
競
馬
で
馬
券
を
自
動
的
に
購
入
す

る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
て
独
自
の
条
件
設
定
な
ど
で
そ
の

年
の
ほ
ぼ
全
て
の
レ
ー
ス
に
挑
戦
し
、
年
間
を
通
し
て
の
収
支
で

利
益
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
場
合
は
雑
所
得
に
該
当
し
ま
す
。

そ
の
際
の
外
れ
馬
券
の
購
入
費
用
は
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。 

一
方
、
一
般
の
競
馬
愛
好
家
に
つ
い
て 

は
一
時
所
得
に
該
当
し
、
外
れ
馬
券
の 

購
入
費
用
は
必
要
経
費
と
し
て
控
除
す 

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
に
特
殊
な
場
合
を
除
い
て
は
、 

年
間
５
０
万
円
ま
で
の
競
馬
の
払
戻
金 

に
は
税
金
は
か
か
ら
ず
申
告
す
る
必
要 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
金
が
か
か
る
と
し
て
も
そ
の
対
象
は
５
０
万

円
を
超
え
た
金
額
の
半
分
で
す
。
国
の
行
政
機
関
で
あ
る
会
計
検

査
院
の
発
表
に
よ
る
と
、
２
０
１
５
年
に
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
１

回
の
払
戻
金
が
１
０
５
０
万
円
以
上
だ
っ
た
ケ
ー
ス
は
約
５
３

０
口
で
１
２
７
億
円
の
払
戻
金
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
う
ち

一
時
所
得
や
雑
所
得
で
適
正
に
申
告
さ
れ
た
の
は
５
０
数
件
、
約

２
０
億
円
に
と
ど
ま
っ
た
と
か
。
現
在
、
窓
口
で
の
購
入
や
払
戻

金
の
受
け
取
り
に
本
人
確
認
は
不
要
で
、
主
催
者
側
が
税
務
当
局

に
通
知
す
る
仕
組
み
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
適
正
な
申
告
を

促
す
取
り
組
み
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
宝
く
じ
の

当
選
金
は
非
課
税
で
す
。 

いつもお世話になっております。太陽暦

が一般的ではなかった時代、節分を境に

干支が変わるとされていました。今でも 

年配の方の中には１月から節分までに生

まれたからと前年の干支をご自分の干支

とされる方も多いようです。今年は亥年、

「猪突猛進」タイプと言われ、巳年はし

つこい、執念深いと… ホントですか？ 

李です。最近、鯖専門の飲食店があるくらい何かと鯖が人気ですね。以前は鯖アレ

ルギーというのをよく耳にしましたが、最近はあまり耳にしなくなりました。さて、

幼少の頃から父親の影響でバッテラや鯖の棒寿司が大好物な渋い子供だった私。鯖

寿司には少々うるさいです。鯖街道で有名な滋賀、京都でいろいろ食べてみました

が、いま No1 は滋賀県長浜市の京極寿司の鯖棒寿司。鯖がややレアでジューシー、

ご飯とのバランスもよく大変美味です。半月で 2回も買いに行くほどですから(笑) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【顧客の声は聞くべからず？】 

 

「お客さまの声をよく聞きなさい」といわれます。商売のヒント

も答えも、全てはお客さまの声にあるという考え方は、顧客満足

を追求するうえではもっともな意見でしょう。現場のリアルな反

応には、そこでしか 得られない鮮度の高い情報が反映されてい

ます。ところが、顧客の意見をできるだけ取り入れた結果、商品

がまったく売れなかったという話も聞きます。顧客がデタラメを

言ったのでしょうか？それとも顧客の意見を読み違えたのでしょ

うか？『ユーザ中心ウェブビジネス戦略』という本によれば、こ

れは人間の無意識による結果だそうです。行動心理学とデータ分

析で多くの顧客の行動を観察してきたという本書の中で、とても

興味深い事例が紹介されていました。ある食器メーカーが主婦５

人に「次に買うとしたらどんな食器が欲しいですか？」と聞きま

した。主婦たちは話し合い「黒くて四角いおしゃれなお皿が欲し

い」という意見でまとまりました。その帰り際に「お礼としてサ  

ンプルの食器の中からお好きなお皿を 

ひとつお持ち帰りください」と言うと、 

なんと５人全員が「白くて丸いお皿」 

を選んだとか。その理由は「自宅のお 

皿は丸いものばかりなので、丸いお皿 

でないと重ねて置けない」「テーブルの

色に合わせて食器は白でそろえている」などだったそうです。落

語のオチのような話ですが、行動心理学的で考えられる理由のひ

とつは想像力の限界です。「黒くて四角いおしゃれなお皿」は主婦

５人の想像で、具体的にあるわけではありません。人は、具体的

でないものに対して良しあしの判断をつけられないそうです。 

もうひとつは認められたい願望です。グループで話し合うと、他

のメンバーや主催者に認められやすい発言をしがちだそうです。

ただ、これは人間として仕方のないことなのでしょう。主婦がデ

タラメな話し合いをして「黒くて四角いお皿」と言ったわけでは

なく、人間の無識がなせる「認識」や「認知」の表れ方のひとつ

なのです。顧客の声なんてアテにならないという話ではありませ

ん。最終的に決めるのは全て自分自身なのです。 

 
今月の教えてキーワード：【プラットフォーマー】 

第
三
者
が
ビ
ジ
ネ

ス
を
行
う
た
め
の

基
盤
（
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
）
を
提
供
す

る
企
業
の
こ
と
。
検

索
や
ネ
ッ
ト
通
販
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
広
告
配
信

な
ど
第
三
者
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
使
用
す
る
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
や
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
構
築
お
よ
び

提
供
し
運
営
を
手

掛
け
る
。
現
在
、
主

力
で
あ
る
ア
メ
リ

カ
の
Ｉ
Ｔ
企
業
の

グ
ー
グ
ル
・
ア
ッ
プ

ル
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
・
ア
マ
ゾ
ン
は
頭

文
字
を
取
り
「
Ｇ
Ａ

Ｆ
Ａ
」
と
称
さ
れ

る
。
一
方
で
一
部
の

企
業
に
よ
る
デ
ー

タ
や
利
益
の
寡
占

化
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
。 

 
寸法で組まず 

木の癖で組め 
 

 

法隆寺専属の宮大工である西岡

常一の言葉。人にもそれぞれの環

境で身に付いた癖がある。強引に

枠にはめようとせず、それぞれの

癖を生かした仕組みを考えよう。 

 

【飲みニケーション】 

「先輩～飲みに連れてってくださ

いよ～」という言葉を聞かなくな

りました。先輩、後輩間もワリカ

ンが多いご時世、ワリカンで先輩

から説教されたり、愚痴を聞かさ

れたり、まっぴらごめんなのは当

然ですよね。飲み会は単にお酒を

飲んだり、食べたりするのではな

く、飲食を共有することにより、

情が深まったり、奢ったり、奢ら

れたり、世話を焼いたり、焼かれ

たり。人と人を繋ぐ飲み会は会社

にとって古くて最新の経営術。 


